
 

 ２０１５年１１月２６日  

報道関係者各位 

プレス発表会ご案内 

 
 

中央大学・日本女子大学・東京大学 

 

・中央大学・日本女子大学・東京大学の共同研究「乳児の“前恒常性”の視覚」に関する研究

成果の発表 

・“Pre-constancy vision in infants” Current Biology誌に掲載予定（online版ではアメ

リカ東部時間１2月３日正午に掲載）の研究成果に関する、本年１２月３日（木）中央大学後

楽園キャンパス ３号館３９０７号室で行われるプレス発表会について、ご案内をさせていた

だきます。 
 

○日 時： ２０１５年１２月３日（木） １０時００分～１１時００分 

○場 所： 中央大学後楽園キャンパス ３号館９階３９０７号室  

○担当者： 楊嘉楽 中央大学人文科学研究所 客員研究員 

        金沢創 日本女子大学人間社会学部 教授 

山口真美 中央大学文学部 教授 

本吉勇 東京大学大学院総合文化研究科 准教授 

 

○概 要： 

成人は、物体を安定して知覚できるように（知覚恒常性）、照明や観察角度などによって生

じる細かな変化を無視する能力が備わっています。成人は物体表面の光沢感の違いには容

易に気付くことができる（図 1B）一方、表面を照らす照明環境のパタン（映り込みパタン）（図

1A）が変わっても気付くことができません。しかしながら、物体を安定して知覚する能力を獲得

していない乳児は、成人よりも外界の変化に忠実に反応し、映り込みパタンの変化を知覚でき

ることが、私達の研究で初めて明らかにされました。 

実験は生後 3-8 カ月の赤ちゃんを対象に行いました。実験では、物体表面の光沢の変化

を知覚する能力と、成人が知覚しにくい照明環境の変化を知覚する能力を、選好注視法※1

を用いて比較しました。 

実験では2枚の画像が交互に点滅する映像と、同じ画像が点滅する映像を左右に提示し、

乳児がどちらを注視したかを調べました。乳児は変化するものを選好注視するので、変化を

検出できれば、変化する側を長く注視すると考えられます。図２は、変化する画像への選好率

を月齢ごとに検討し、２つの条件間で比較したものです。実験の結果、物体表面の光沢の変

化は 7-8 カ月で知覚可能なことがわかりました。一方で、照明環境の変化は 3-4 カ月では知

覚可能ですが、5-6カ月以降では知覚できなくなることもわかりました。  

今回の研究は、3-4 カ月のより幼い乳児がもつ特殊な視覚世界を解明した、世界で初めて

の研究です。物体を安定的に知覚するという知覚恒常性を獲得する前段階の乳児は、成人

が無視するような細かな変化に気が付けることから、成人より変化に富んだ不思議な世界で生

3-4 カ月の不思議な視覚世界 

ー大人が気付かない変化に赤ちゃんは気が付くー 

 



 

活していると考えられます。 
  ※1 選好注視法：顔図形など特定の図形パタンを好んで長く見るという乳児の性質を利用し、同時に見せた 2

刺激への注視時間を比較し、ターゲットへの選好率を計算することによって乳児の認識能力を検討する手法。 

 

 

図 1． 実験に使われた画像 

 

 

 

図２． 変化する画像に対する選好の割合 



 

 

注意事項：本内容に関する報道は、12月４日午前 2時以降解禁予定です。 

交通アクセス 

後楽園キャンパス 

（学部：理工、大学院：理工学、専門職大学院：ビジネススクール） 

〒112-8551 東京都文京区春日 1-13-27 

 

 

後楽園キャンパスへのアクセス 

 

東京メトロ丸ノ内線・南北線『後楽園駅』から徒歩 5分  

都営三田線・大江戸線『春日駅』から徒歩 7分  

JR総武線『水道橋駅』から徒歩 15分 

 

 

 

後楽園キャンパス 3号館 

プレス発表会会場 

《取材申し込み、お問い合わせは下記までお願いします》 

     中央大学広報室広報課 TEL:042-674-2050  FAX:042-674-2959 

            kk@tamajs.chuo-u.ac.jp 


